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次世代を担う若き経営者や経営者候補が次世代を担う若き経営者や経営者候補が経営スキルや経営理念を学ぶ経営スキルや経営理念を学ぶ「夢現塾」「夢現塾」
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挨拶をされる長崎県知事と岩下県連会長

正副会長研修会の様子

商
工
会
正
副
会
長
研
修
会
を
開
催

商
工
会
正
副
会
長
研
修
会
を
開
催

　
会
員
企
業
の
持
続
的
発
展
と
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に

　
会
員
企
業
の
持
続
的
発
展
と
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に

　
　
　
　
～
人
手
不
足
対
策
、
地
場
産
業
復
興
、
県
内
経
済
の
今
後
を
学
ぶ
～

～
人
手
不
足
対
策
、
地
場
産
業
復
興
、
県
内
経
済
の
今
後
を
学
ぶ
～

山梨県信用保証協会

ホームページの問い合わせメールフォームからもご相談いただけますので、ご利用ください。

フリーダイヤル 0120-970-260

中小企業・小規模事業者の皆さま　　　　　企業の挑戦をサポートします！

山梨を支える企業とともに

経営者保証なしで当協会の保証をご利用いただけます！
一定の要件（財務内容、適切な情報開示等）を満たした場合や、信用保証料を上乗せする事で経営者保証を不要とできる保証制度があります。
詳しくは金融機関や当協会へご相談ください。

（本　　　店）　〒400-0035　甲府市飯田2-2-1
（富士吉田支店）　〒403-0004　富士吉田市下吉田2-31-14
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９
月
３
日（
火
）

～
４
日
（
水
）
に

か
け
て
、
北
杜
市

の
ス
パ
テ
ィ
オ
小

淵
沢
に
お
い
て
各

商
工
会
の
正
副

会
長
や
事
務
局

長
な
ど
総
勢
約

90
名
が
参
加
の

も
と
、「
商
工
会

正
副
会
長
研
修

会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

岩
下
県
連
会
長
は
開
講
式
の
挨
拶
で
「
本

研
修
会
は
、
商
工
会
組
織
の
運
営
を
担
い
、

か
つ
、
地
域
経
済
を
牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
正
副
会
長
が
一
堂
に
会
し
、講
演
を
聴
き
、

ま
た
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
会
員

企
業
の
持
続
的
発
展
と
地
域
経
済
の
活
性
化

に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
場

で
あ
り
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

研
修
会
後
の

懇
談
会
に
は
長

崎
山
梨
県
知
事

も
参
加
さ
れ
、
商

工
会
へ
の
感
謝
と
期
待
を
込
め
た
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

南
河
原
商
工
会
の
佐
野
支
援
員
に
、商
工
会

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
南
河
原
ス
リ
ッ
パ
に

よ
る
地
場
産
業
復
興
の
取
組
に
つ
い
て
、講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
小
規
模
商
工

会
で
も
、ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
積
み

重
ね
や
挑
戦
に

よ
っ
て
、伝
統
産

業
が
未
来
へ
繋

が
っ
て
い
く
」と

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

山
梨
中
銀
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
の
小

柳
部
長
に
、県
内
経
済
の
現
状
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
、講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
半
に
は
、今

後
重
要
と
な
る

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
産
業（
幸
せ

産
業
）に
つ
い
て

の
興
味
深
い
見

通
し
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

研
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①

研
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労
働
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の

労
働
行
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の
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て

　
　
　
　
地
場
産
業
復
興
」
に
つ
い
て

研
修
③

研
修
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県
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経
済
の
現
状
と

県
内
経
済
の
現
状
と

　
　
　
　今
後
の
見
通
し

　
　
　
　今
後
の
見
通
し

研
修
①
　
労
働
行
政
の
取
組
に
つ
い
て

講　

師　

山
梨
労
働
局
長　

髙
西　

盛
登　

氏

研
修
②
　
商
工
会
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た

　
　
　
　「
南
河
原
ス
リ
ッ
パ
に
よ
る
地
場

　
　
　
　
産
業
復
興
」
に
つ
い
て

講　

師　

南
河
原
商
工
会
（
埼
玉
県
）

　
　
　
　

経
営
支
援
員　

佐
野　

和
美　

氏

研
修
③
　
県
内
経
済
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し

講　

師　

山
梨
中
銀
経
営

　
　
　
　
　

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱

　
　
　
　
　
　

経
済
調
査
部

　
　
　
　
　
　
　

部
長　

小
柳　

哲
史　

氏

　
山
梨
労
働
局
の
髙
西
局
長
に
、
最
新
の
労

働
行
政
の
取
組

に
つ
い
て
、
講
演

し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

育
児
・
介
護

休
業
や
働
き
方

改
革
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
人

者
向
け
サ
ー
ビ
ス
、
各
種
助
成
金
に
つ
い
て
の

有
益
な
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。



主張発表する水野レオ氏（山梨市商工会青年部）

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
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部

関
東
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ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
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加

　
　
　
主
張
発
表
大
会
（
長
野
大
会
）
に
参
加

　

青
年
部
連
合
会
は
、
９
月
19
日
～
20
日
、

長
野
県
長
野
市
で
開
催
さ
れ
た
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

商
工
会
青
年
部
連
絡
協
議
会
「
主
張
発
表
大

会
」（
長
野
大
会
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
本
大

会
は
「
つ
な
ぐ
～
お
ら
ほ
の
想
い
を
信
州
で
つ

な
ご
う 

輪
っ
し
ょ
い
～
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
都
十
県
の
各
県
か
ら
選
出
さ
れ
た
発
表
者

か
ら
青
年
部
活
動
を
通
じ
た
地
域
へ
の
貢
献

や
自
社
経
営
の
向
上
に
つ
い
て
主
張
発
表
が
あ

り
、
参
加
者
に
と
っ
て
今
後
の
活
動
へ
の
気
付

き
や
学
び
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
大
会
の
最
優
秀
賞
は
、２
名
が
選
出
さ
れ
、

神
奈
川
県
（
山
北
町
商
工
会
青
年
部
）
角
原

清
志
氏
と
、
群
馬
県
（
高
崎
市
新
町
商
工
会

青
年
部
）
濵
田
守
理
氏
が
受
賞
し
、
全
国
大

会
へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
は
水
野
レ
オ
氏
（
山
梨
市
商
工

会
青
年
部
）
が
出
場
し
ま
し
た
。
惜
し
く
も
、

全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
青
年
部
活
動
を
通
じ
て
開

発
し
た
「
ぶ
ど
う
ソ
ー
ス
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

青
年
部
員
間
の
連
携
に
よ
る
地
域
で
の
通
年

雇
用
の
実
現
に
よ
る
人
材
不
足
解
消
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
、
存
在
感
を
示
し

ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
都
県
の
垣
根
を
越
え
て
青
年

部
員
が
情
報
交
換
を
行
い
、新
た
な
出
会
い
や
、

親
睦
が
深
ま
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
顕
彰
選
考
会
が
行
わ
れ
、
本

県
か
ら
は
、
人
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
）
づ
く
り
部
門

へ
山
口
大
介
氏
（
道
志
村
商
工
会
青
年
部
）
を

推
薦
し
ま
し
た
。
女
性
部
や
地
域
と
の
連
携

事
業
や
部
員
増
強
の
成
果
、
青
年
部
連
合
会

副
会
長
と
し
て
の
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た

が
、
僅
差
で
全
国
推
薦
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
の
他
、
㈱
ヤ
ッ
ホ
ー
ブ
ル
ー
イ
ン
グ
代

表
取
締
役
社
長
井
出
直
行
氏
の
基
調
講
演
や
、

地
元
産
品
を
取
り
扱
う
物
産
展
が
催
さ
れ
ま

し
た
。
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導入したタブレットによる管理業務

書道半紙 遠藤代表と神山指導員

伴
走
型
支
援

伴
走
型
支
援
T
O
P
I
C
S

T
O
P
I
C
S

　
　
　

　

身
延
町
商
工
会

身
延
町
商
工
会

～
新
事
業
実
現
の
た
め
の
補
助
金
活
用
・
商
工
会
と
歩
む
起
業
の
道
～

～
新
事
業
実
現
の
た
め
の
補
助
金
活
用
・
商
工
会
と
歩
む
起
業
の
道
～

　

補
助
金
活
用
事
例（
I
T
導
入
補
助
金
）

❶
補
助
金
へ
の
き
っ
か
け

	

　

身
延
町
の
伝
統
産
業
の
一
つ
で
あ
る
和
紙

の
製
造
を
続
け
る
中
、
商
習
慣
の
変
化
に
よ

る
需
要
の
低
下
等
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

し
た
。
商
工
会
の
支
援
で
経
営
計
画
書
を
作

成
す
る
な
か
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務

効
率
化
に
取
り
組
む
こ
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

❷
取
り
組
み
内
容

	

　

書
道
用
半
紙
の
製
造
に
お
い
て
、
従
来
は

紙
ベ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
た
生
産
計
画
や
在

庫
管
理
な
ど
の
業
務
を
、タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ

た
効
率
的
な
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す
る
こ

と
を
目
指
し
ま
し
た
。
正
確
な
在
庫
把
握
と

業
務
の
効
率
化
を
実
現
す
る
た
め
、
I
T
導

入
補
助
金
を
活
用
し
て
、
生
産
管
理
や
在
庫

管
理
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
ま
し
た
。ま
た
、

ク
ラ
ウ
ド
管
理
の
導
入
に
よ
り
、
現
場
で
の

管
理
業
務
の
時
間
を
削
減
で
き
、
営
業
活
動

に
専
念
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

❸
代
表
者
の
声

	

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
業
務
効
率
化
が
大

幅
に
進
み
営
業
活
動
に
集
中
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。ま
た
、従
業
員
も
改
善
策
に
積

極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
が
見
ら
れ
、
会
社
全

体
と
し
て
の
活
性
化
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

■山叶製紙株式会社
・代表取締役　遠藤綾子
・業種　和紙製造業
・住所　山梨県南巨摩郡身延町西1152-2

　　　　☎ 0556-42-2521

❹
支
援
者
の
声

	
　

譲
れ
な
い
伝
統
を
守
り
な
が
ら
も
、
時
代

に
合
わ
せ
て
変
化
さ
せ
る
こ
と
は
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、経
営
者
と
の「
傾
聴

と
対
話
」を
通
じ
て
、業
務
改
善
に
結
び
つ
け

ら
れ
、
新
た
な
価
値
を
創
造
で
き
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
身
延
町
が

誇
る
伝
統
産
業
を
繋
い
で
い
け
る
よ
う
未
来

に
向
け
た
支
援
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

団体割引  １７.５％ ！
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内閣官房 公正取引委員会 中小企業庁 厚生労働省

シルバー人材センターを活用してみませんか？
・運転業務（自家用車）・飲食店の調理補助
・販売やイベントのお手伝い・介護補助
・事務所内の受付、事務、清掃、軽作業 ほか

忙しいとき
だけでもどうぞ

職場の
人手が
ちょっと
足りない

短時間
OK

高齢者活躍人材確保育成事業

公益社団法人山梨県シルバー人材センター連合会 甲府市蓬沢1丁目15番35号 山梨県自治会館１階
TEL（055）228-8383　FAX（055）228-8389
URL https: //www.y-sjc.jp/

お引き受けいたします。

★商工会員の皆さま★

シルバー人材センターを活用してみませんか？

第１６回 農商工連携マッチングフェア第１６回 農商工連携マッチングフェア  開催のご案内開催のご案内 !!!!

フリーランスの取引に関する新しい法律が１１月にスタート！フリーランスの取引に関する新しい法律が１１月にスタート！

やまなしの商品・産品の展示・商談会
日　　時　令和６年１１月６日　㈬ １３：００～１６：００
会　　場　甲府記念日ホテル１階「グランドホール昇仙閣」
　　　　　（甲府湯村３-２-３０）
出展企業数　8０社（予定）
問合せ先　山梨県商工会連合会もしくは、
　　　　　　　　　　　　　　お近くの商工会まで

入場無料

　山梨県商工会連合会・県内23商工会は、県内の支援機関やＪＡ等

と連携し「第１６回 農商工連携マッチングフェア」を開催いたします。

　県内の事業者の経営資源や地域資源を活かし、開発した商品等の

商談や販路開拓、取り組みの紹介を中心とした「展示・商談会」です。

　仕入業者（飲食店、小売店、バイヤー等）はもちろん、展示会に

興味のある事業者や技術や資源での連携を目指す方も新たな商品の

発掘や開発の機会として、本展示・商談会へご参加ください。

　フリーランス・事業者間取引適正化等法が、2024
年11月1日に施行されます。
　この法律は、フリーランスの方が安心して働ける環
境を整備するため、①フリーランスの方と企業などの

発注事業者の間の取引の適正化と②フリーランスの方
の就業環境の整備を図ることを目的としており、法律
の適用対象は「発注事業者」から「フリーランス」への「業
務委託」（事業者間取引）です。

●「フリーランス」とは、委託の相手方である事業者で、従業員を使用してないもの
　「発注事業者」とは、フリーランスに業務委託する事業者で、従業員を使用するもの

● 項目①～③については、
公正取引委員会 · 中小企業
庁、項目④～⑦については、
厚生労働省（都道府県労働
局）までお問合せください。

【発注事業者の義務は以下の項目になります】
①書面等による取引条件の明示
②報酬支払期日の設定・期日内の支払
③募集情報の的確表示
④ハラスメント対策に係る体制整備

【一定の期間以上行う業務委託には以下の項目が追加されます】
⑤禁止行為
⑥育児介護等と業務の両立に対する配慮
⑦中途解除等の事前予告・理由開示
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半壊した穴水町の店舗 臨時支援場所の穴水町建設業協会

甲州市商工会　河﨑稔経営指導員

能登半島地震被災商工会への職員派遣について能登半島地震被災商工会への職員派遣について

BCP・事業継続力強化計画策定のススメ
　事業継続力強化計画や BCP（事業継続計画）の策
定は、予測不可能な災害や緊急事態に備えるために重
要です。例えば、上記の能登半島地震では、多くの事
業者が迅速な対応を求められましたが、計画の有無が
事業の存続に大きな影響を与えました。最近ではサイ
バー攻撃や水害、噴火も他人事ではありません。
　事前に計画を策定することで災害発生時でも、段取
りよく営業体制を構築しなおすことが可能です。何を

どの程度まで復旧させ、どの順番から手を付けたら良
いのか一度調べてみてはいかがでしょうか。
　災害や緊急時においても、従業員やお客様の安全を
確保し、事業を守るため、未来を守るための備えを、
ぜひ今から始めてください。
　県内商工会では、この計画策定の支援を行っていま
す。ひとまずの備えから専門的指導による計画策定ま
で、お近くの商工会にご相談ください。
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　本会では、全国商工会連合会からの派遣要請を受

け、能登半島地震で被災した商工会に対して応援職
員を交代で派遣しています。
　令和 6 年 7 月16 日から19 日にかけて、能登半
島地震で被災した穴水町商工会（石川県鳳珠郡穴水
町）へ甲州市商工会の河﨑稔経営指導員を派遣しま
した。派遣先の商工会は今回の地震で甚大な被害を
受け閉鎮されていることから、建設業協会内に臨時
に設置された事務所で、河﨑指導員は、持続化補助
金（災害支援枠）の申請や実績報告書の作成支援を
中心に、資金繰りによるマル経融資や石川県なりわ
い再建支援補助金の申請など現地の商工会員の支援
に尽力しました。
　今回の派遣を経験して河﨑指導員は、現地での活
動について次のように述べています。

　

　「今回の活動を通じて、被災し
た現地での支援は直接的に被災
者や地域の方々に届くことが実
感でき、非常に意義深いもので
した。これは支援する者にとっ
ても、大きなモチベーションとな
りました。先ずは被災された方々

の不安が早期に解消されることが最優先ですが、気
軽に相談できる心の拠り所である商工会として事業
再開に向けた支援体制の充実を図ること、緊急事態
に備えた対策のあり方を再度検討し、安全に働ける
ように事業者を守ることが大切だと感じております。」

　穴水町では、地震による甚大な被害が未だに残っ
ており、人手不足により公費解体が進まない家屋も
多く見受けられます。主要商店街には傾いた店舗や
建物が多く、応急危険度判定で「要注意」や「危険」
とされた建物もあります。これらの建物を修復するた
めの資金や事業再開に向けた支援が急務です。

　 今 回の派 遣 活
動を通じて、本会
は地域社会との絆
を再確認し、今後
も災害時の支援体
制を強化し職員を
派遣してまいりま
す。被災地の一日
も早い復興を心か
ら願っています。



令和６年度   入札参加資格定期審査令和６年度   入札参加資格定期審査
（令和７・８年度分）（令和７・８年度分）を実施しますを実施します

【お問い合わせ】

山梨県市町村総合事務組合 業務課
甲府市蓬沢 1-15-35（山梨県自治会館２Ｆ）

ＴＥＬ ０５５-２６８-３４４６
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山 梨 県 の 最 低 賃 金 が 変わります！
山 梨 県 内で 働く全ての 労 働 者 に適 用されます

令 和 ６ 年
1 0月１日より

時 間 額 9 8 8円

人人ののうごきうごき 【退職】
《７月３１日付》
市川三郷町商工会　櫻本　　舜（経営支援員）

《８月 16 日付》
山梨県商工会連合会　中込　恵子（経営支援員）

※詳細、留意点等は右記 QRコード又は
下記 URLをご確認ください。
URL:https://www.ysc-yamanashi.or.jp

　甲府市を除く県内市町村及び 14 一部事務組合が行う競争入札に
おける入札参加資格審査は、山梨県市町村総合事務組合において共
同処理をしております。次により、令和 7・8 年度分の資格審査を行
いますので、資格の取得を希望される場合は、次の期間までに申請
をお願いいたします。申請を行わなかった場合は、1 年後に予定する
令和 7 年度中間審査（令和 8 年度分）まで資格を取得することがで
きません。

■申請期間：令和６年９月３０日（月） ～ １０月２４日（木）
■申請方法：申請期間中、「やまなしくらしねっと山梨県市町村総合事務
　　　　　　 組合電子申請サービス」から申請を受け付けます。
■申請書類提出期間：令和６年１０月２８日（月） ～ １１月２０日（水）
■共同処理団体：県内２６市町村及び１４一部事務組合
　　　　　　　　（団体名は組合ホームページに掲載）
■書類提出先：〒400-8587　
　　　　　　　山梨県甲府市蓬沢 1-15-35　山梨県自治会館 2 階
■審査対象職種：【建設工事】、【測量・建設コンサルタント等業務】、
　　　　　　　　【物品製造・役務提供等】



若き経営者に経営理念の重要性を説く野田会長

ウルブスブルーイングの定番 IPA3 種

築 70 年の商家をリフォームした醸造所兼試飲コーナー

ククチチココミミ情情報報
しあわせ調査員しあわせ調査員のの

南アルプス市商工会

　南アルプス市商工会主催の「夢現塾」は、50 歳未
満の若手経営者や事業後継者を対象にした経営実践
塾です。
　2010 年に開始されてすでに 62 名が卒塾し、現在
9 名が受講中です。今年度は 11 期生を迎え地域のリー
ダーや次代を担う経営者の育成を目的としています。
　塾は働きながらの忙しい環境でも受講したいという
高い志を持つ塾生同士が切磋琢磨し、月に 1 回 4 時
間の講義メニューを 3 年間学びます。
　講義内容は、1 年目が自社の将来像を確立するため
の企業理念体系の構築及び、会計学講座。2 年目は、
営業・販売戦略を策定するために、弱者が強者に立ち
向かうための戦略手法であるランチェスター戦略講座、
中期計画策定方法講座。3 年目は、情報収集・分析、
議論構築、プレゼンテーション力など、これからのビ
ジネスに不可欠なディベート（議論・弁論術）にコー
チング、交渉学の講座です。経営に必要な基本ノウハ
ウを身に着ける事は勿論、より実践的な経営戦略を学

べる点が大きな特徴です。
　なお、卒塾後も自らの見識・知識を高めるため、卒
塾生が「南アルプス経営研究会」を立ち上げ、月例会
や研修会、公開講座を開設するとともに、現役塾生の
サポートにも積極的に参加しています。
　「夢現塾は “種をまく人への挑戦 „ 人材を育成するた
めの種をまき、結実させ、経営者や地域のリーダーと
して活躍して
くれれば、商
工 会 や 地 域
の活性化にも
つながる。こ
れからも種を
ま き 続 け た
い」と野田会
長（ 夢 現 塾
塾長）は語っ
ていました。

共に学び　共に成長し共に学び　共に成長し
　　　共に夢をかなえる　　　共に夢をかなえる

No.130

　山梨県丹波山村に新たなクラフトビールの醸造所
「Wolves Brewing」が誕生しました。創業者の園部さ
んがビールに目覚めたのは、2008 年のアメリカ留学
中に訪れたマイクロブルワリーで、クラフトビールの魅
力にどっぷりとハマりました。
　帰国後は IT 企業の経営に携わりつつも、いつか自
分のビールを作りたいという思いが募り、国内外のク
ラフトビールを数百種類試しながら醸造について学び、
ついに丹波山村でその夢を実現することになりました。

　美しい水と静かな環
境に惹かれて選んだこ
の地で、アメリカンスタ
イルの醸造方法でホッ
プの香りを活かした IPA

（インディア・ペール・
エール）に特化した醸
造所として、常にドライ
ホッピング、新種ホップ
の採用など新しい醸造

方法や原料を取り入れクラフトビールの魅力を伝えられ
る製品開発を目指しているそう。
　地元の道の駅「たばやま」や飲食店で提供されるこ
のビールは、すでに観光客や地元の人々に愛されてい
ます。今後は、地域の特産品を活かしたビールの開発
や、観光客向けの体験ツアーも計画中。丹波山村の自
然と文化を、ビールを通してもっと多くの人に伝えてい
きたいと意気込んでいます。
　ぜひ一度、丹
波山村のWolves 
Brewing に 足 を
運んで、こだ わ
りのクラフトビー
ルを味わってみ
てください。

（調査員　T ＆ O）

〒409-0300
山梨県北都留郡丹波山村4903 ‒7
代表：園部　英生
連絡先：HP のお問合せフォームよりメールにて

Wolves Brewing
（ウルブスブルーイング）
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